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【 ご 案 内 】 

当教材は、体験入学用の抜粋版となっており、ミクロ経済学の第 1 回講義の該当範囲の

内容を抜粋したものとなっております。 
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上下20ﾐﾘ 左右14ﾐﾘ で０ﾐﾘ相当 
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上下20ﾐﾘ 左右14ﾐﾘ で０ﾐﾘ相当 

2016公務員（V 問題集） 

 

第1回 短期の諸費用 地中：平19 正答率 ‐％ 

No.1 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ｂ 

 

 図は，企業の総費用曲線を示している。この図に関する次の記述のうち，妥当なのはどれか。 

 

 

1．生産量の水準に関わらず，限界費用は平均総費用より高い。 

2．生産量の水準に関わらず，平均可変費用は平均総費用より高い。 

3．生産量が増加すればするほど，平均総費用は減少する。 

4．平均総費用が最小となる生産水準で，限界費用と平均総費用は等しくなる。 

5．限界費用が最小となる生産水準で，限界費用と平均総費用は等しくなる。 

 

 

 
 
 

第1回 短期の諸費用 地上：平17 正答率 ‐％ 

No.2 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ｂ 

 

 生産量の増加に伴う平均総費用の動き(ビヘイビア)に関する次の記述のうち妥当なのはどれか。 

 

1．限界費用が平均総費用を上回っている生産数量の下では，平均総費用は逓増している。  

2．限界費用が逓増している生産数量の下では，平均総費用も必ず逓増している。  

3．限界費用が平均固定費用を上回る大きさになると，以後，平均総費用は逓増していく。 

4．限界費用が一定の大きさである場合，平均総費用は限界費用と同じ大きさとなり，変化しない。 

5．限界費用が一定の大きさである場合，平均総費用は限界費用を上回る水準で一定の大きさとなり，変化しない。 

 

  

総
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第
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上下20ﾐﾘ 左右14ﾐﾘ で０ﾐﾘ相当 

2016公務員（V 問題集） 

 

第1回 短期の諸費用 労：平22 正答率 ‐％ 

No.3 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ｃ 

 

 固定費がない場合の，ある企業の平均費用曲線AC と限界費用曲線MCとの関係を図示したものとして最も妥当な

のはどれか。 
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上下20ﾐﾘ 左右14ﾐﾘ で０ﾐﾘ相当 

2016公務員（V 問題集） 

 

第2回 利潤最大化その１ 都：平15 正答率 ‐％ 

No.4 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 完全競争市場において，ある企業の総費用関数 TC は，財の生産量を q とすると次の式で与えられる。財の市場価

格を130としたとき，この企業の利潤を最大にする生産量として，正しいのはどれか。 

 

TC=
1

3
q3－
7

2
q2＋10q＋25 

1．5 

2．8 

3．10 

4．15 

5．17 

 

 

第2回 利潤最大化その１ 裁：平30 正答率 88.0％ 

No.5 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 ある企業の平均費用が次の式で示されている。 

 

2 300
＝10 ＋AC x

x
 

 

 AC：平均費用，x：生産量（x＞0） 

 

 完全競争市場において，この企業が生産する財の価格が 750 であるとき，利潤を最大にする生産量として最も妥当

なものはどれか。 

 

1． 5 
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上下20ﾐﾘ 左右14ﾐﾘ で０ﾐﾘ相当 

2016公務員（V 問題集） 

AC：平均費用 

Y：生産量 

 

第2回 利潤最大化その１ 都：平18 正答率 87.4％ 

No.6 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 完全競争市場において，ある財を生産する企業の平均費用曲線が，次式で示され，財の価格が 100 である場合，利

潤が最大になる生産量とそのときの利潤の組合せとして，正しいのはどれか。 

 

AC=Y2－9Y＋52 

 

 生産量 利潤 

1． 4 272 

2． 6 396 

3． 6 566 

4． 8 448 

5． 8 756 

 
 

第2回 利潤最大化その１ 財・労：平24 正答率 ‐％ 

No.7 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 完全競争市場において，ある財を供給する企業の平均費用曲線が， 

AC=Y 2－9Y＋30  （AC：平均費用，Y：財の生産量（Y＞0）） 

で示されるとする。財の価格が150であるとき，企業の最大利潤の値はいくらか。 

ただし，固定費用はないものとする。 

 

1．500 

2．800 

3．1000 

4．1100 

5．1200 

 

 

第2回 利潤最大化その１ 税・労：平22 正答率 94.0％ 

No.8 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 完全競争市場において生産物を販売している，ある企業の平均可変費用が次のように示されている。 

AVC=x 2－9x＋30   （AVC：平均可変費用，x：生産量（x＞0）） 

この企業の固定費用が40，市場における生産物の価格が30であるとき，この企業の利潤が最大となる生産量はいくらか。 

 

1．3 

2．6 

3．9 

4．12 

5．15 
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上下20ﾐﾘ 左右14ﾐﾘ で０ﾐﾘ相当 

2016公務員（V 問題集） 

 

第2回 利潤最大化その１ 区：令元 正答率 90.0％ 

No.9 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 完全競争市場において，財Xを生産し販売している，ある企業の平均可変費用が， 

 AVC＝X2－6X＋380    AVC  ：平均可変費用 

             X(X≧0)：財Xの生産量 

で表されるとする。 

 この企業の固定費用が20，完全競争市場における財Xの価格が416であるとき，この企業の利潤が最大となる財Xの

生産量はいくらか。 

 

1．2 

2．3 

3．4 

4．5 

5．6 

 
 

第2回 利潤最大化その１ 裁：平23 正答率 81.4％ 

No.10 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 価格受容者である企業 A の短期の生産量決定について考える。企業 A が x単位の財の生産を行った場合の平均可変

費用は AVC(x)=
x2

3
－2x＋5であり，固定費用は40であるものとする。財の価格が17であるときに，企業 A が利潤最大

化を行った結果，得られる利潤はいくらになるか。 

 

1．16 

2．32 

3．72 

4．96 

5．102 
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上下20ﾐﾘ 左右14ﾐﾘ で０ﾐﾘ相当 

2016公務員（V 問題集） 

 

第2回 利潤最大化その１ 区：平29 正答率 81.4％ 

No.11 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ｂ 

 

完全競争市場において，ある財を生産し販売しているある企業の平均可変費用をAVC，ある財の生産量をX（X≧0）

とし，この企業の平均可変費用が， 

   AVC＝X 2－30 X＋320 

で表されるとする。完全競争市場における生産物価格が320であるとき，企業が利潤最大化を行うとして，この企業

の純利潤が0であるとした場合の固定費用の値はどれか。 

 

1．1360 

2．3000 

3．4000 

4．6640 

5．9280 

 

 

第2回 利潤最大化その１ 国般：平30 正答率 93.0％ 

No.12 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ｂ 

 

 ある製品を生産する企業が二つの工場を保有しており，それぞれの工場における費用関数は 

      2 2

1 1 2 2
＝20＋2 ， ＝40＋3C x C x  

  (Ci：工場 iの総費用，xi：工場 iの生産量（i＝1，2）) 

で示される。 

 完全競争市場における製品の価格が 360 であるとき，この企業の利潤が最大となるときの，各工場の生産量 x1，x2

の組合せとして妥当なのはどれか。 

 

x1   x2 

1． 50  100 

2． 90   60 

3．120  240 

4．150  100 

5．200  160 
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上下20ﾐﾘ 左右14ﾐﾘ で０ﾐﾘ相当 

2016公務員（V 問題集） 

 

第2回 利潤最大化その１ 労：平16 正答率 ‐％ 

No.13 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ｃ 

 

 生産量をX，生産物価格をp1，p2，賃金率をw1，原材料価格をw2としたとき，競争的な市場に直面する企業の総費

用C，平均費用AC，限界費用MCが図のように与えられているとする。 

このときの記述として妥当なのはどれか。ただし，直線（1），（2）は価格p1あるいはp2に対応した総収入を示して

おり，直線（2）はX2でCに接している。また，（3）は（1）と平行な直線であり，X3でCに接している。 

 

 

1．直線（1）は価格p2に対応し，その価格で利益を最大化したときの生産量はX3である。 

2．直線（1）は価格p2に対応し，その価格で利益を最大化したときの生産量はX4である。 

3．直線（2）は価格p1に対応し，その価格で利益を最大化したときの生産量はX1である。 

4．直線（2）は価格p1に対応し，その価格で利益を最大化したときの生産量はX3である。 

5．直線（2）は価格p2に対応し，その価格で利益を最大化したときの生産量はX2である。 

 

 

第2回 利潤最大化その１ 都：平19 正答率 83.7％ 

No.14 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 下図のように，完全競争市場における企業Nの限界費用曲線MC，

平均費用曲線AC 及び平均可変費用曲線AVC が示され，生産物の

価格が点 P0であるとき，企業N の利潤を示す部分として，正しい

のはどれか。 

 

1．P0AIP4  

2．P0BFP2  

3．P0CEP1 

4．P0CHP3  

5．P0DGP2  
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O X1 X2 X3 X4 
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O X1 X2 X3 X4 
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w1，w2が一定 
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P1 

P2 
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価格，費用 
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第2回 操業停止点と損益分岐点 国般：平15 正答率 ‐％ 

No.15 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 完全競争市場において，ある企業の総収入曲線と総費用曲線が次のように表されるとする。 

総収入  TR=15x 

総費用  TC=20＋10x－2x2＋
1

3
x3   （x：生産量） 

このとき，この企業の操業停止点における生産量はいくらになるか。 

 

1．1.5 

2．2 

3．2.5 

4．3 

5．5 

 
 

第2回 操業停止点と損益分岐点 税・労：平21 正答率 92.0％ 

No.16 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 完全競争市場における，ある企業の短期費用関数が次のように与えられている。 

C(x)＝x3－2x2＋4x＋7    

ここで，xは生産量を表す。この企業の操業停止点における生産量として正しいのはどれか。 

 

1．1 

2．2 

3．3 

4．4 

5．5 

 
 

第2回 操業停止点と損益分岐点 国般：平22 正答率 94.0％ 

No.17 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 完全競争市場において，企業の短期の総費用関数が 

TC＝
1

3
x3－2x2＋10x＋20  

で示されるとする。ここで，TCは総費用，xは生産量を表す。このとき，操業停止点における生産量はいくらか。 

 

1．1 

2．3 

3．5 

4．7 

5．9 
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第2回 操業停止点と損益分岐点 裁：平28 正答率 91.0％ 

No.18 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

完全競争市場の下で，ある企業の総費用関数が次の式で示されている。 

  TC＝
1

6
x3－2x2＋15x＋30 

  TC：総費用 x：生産量 

 

  このとき，操業停止点における生産量はいくらか。 

 

1．2 

2．3 

3．4 

4．5 

5．6 

 
 

第2回 操業停止点と損益分岐点 区：平30 正答率 87.0％ 

No.19 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 完全競争市場において，ある企業の短期の総費用関数が， 

   TC＝X3－18X2＋120X＋200    （TC：総費用，X：生産量） 

で表されるとする。 

 このとき，この企業の損益分岐点における生産量はどれか。 

 

1． 9 

2．10 

3．39 

4．40 

5．60 
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第2回 操業停止点と損益分岐点 労：令2 正答率 55.0％ 

No.20 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ｃ 

 

 生産量y(≧0)に対して費用関数がC(y)で示される企業が，完全競争市場の下で利潤の最大化を図る。生産物の市場

価格がPで示されるとき，この企業が操業を停止する場合のPの範囲として，最も妥当なのはどれか。 

  ただし，正の固定費用があり，全てサンクコストであるものとする。 

 

1．
C y

P C
y

( )
≦ － (0) 

2．
C y C

P
y

( )－ (0)
≦  

3．
C y

P
y

( )
≦  

4． '
C y

P C y
y

( )
≦ ( )－  

5． '
C y

P C y
y

( )
≦ － ( ) 

 
 

第2回 操業停止点と損益分岐点 税・財：平26 正答率 96.9％ 

No.21 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 完全競争市場において生産物を販売している，ある企業の短期費用関数が次のように示されている。 

C(x)＝x3－4x2＋6x＋18 （x：生産量>0） 

このとき，この企業の損益分岐点，操業停止点におけるxの数量の組合せとして妥当なのはどれか。なお，固定費用は

全額がサンク・コストであるとする。 

 

 損益分岐点 操業停止点 

1． 2 1 

2． 3 1 

3． 3 2 

4． 4 2 

5． 4 3 

 
 

第2回 操業停止点と損益分岐点 裁：平27 正答率 70.0％ 

No.22 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 あるプライステイカーの企業の短期費用関数が以下のように与えられているものとする。 

C(x)＝2x3－4x2＋30x＋120   (C(x）：総費用，x：生産量） 

市場価格が350の時の企業利潤最大化生産量と操業停止点における生産量の差の絶対値はいくらか。 

 

1．7 

2．5 

3．3 

4．1 

5．0 
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第2回 操業停止点と損益分岐点 国般：平19 正答率 89.1％ 

No.23 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 完全競争市場における，ある企業の総費用関数TC(x)が次のように与えられている。 

TC(x)＝x3－2x2＋5x＋8 

ここでx(>0)は生産量を表す。このとき，損益分岐点と操業停止点における価格の組合せとして正しいのはどれか。 

 

 損益分岐点の価格 操業停止点の価格 

1． 5 1 

2． 5 2 

3． 9 3 

4． 9 4 

5． 12 4 

   

 
 

第2回 操業停止点と損益分岐点 区：平21 正答率 61.0％ 

No.24 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 完全競争市場において，ある企業の短期の総費用関数が， 

TC=7X3－14X2＋28X＋56   〔TC：総費用，X：生産量〕 

で示されるとき，この企業の損益分岐点と操業停止点における価格の組合せとして，妥当なのはどれか。 

 

 損益分岐点価格 操業停止点価格 

1． 2 1 

2． 56 21 

3． 21 56 

4． 77 28 

5． 28 77 
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第2回 操業停止点と損益分岐点 区：平24 正答率 72.9％ 

No.25 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 完全競争市場において，ある企業の短期の総費用関数が， 

TC(X)＝X3－4X2＋8X＋18   〔X：生産量〕 

で示されるとき，この企業の操業停止点と損益分岐点における価格の組合せとして，妥当なのはどれか。 

 

 
操業停止点  

における価格 

損益分岐点  

における価格 

1． 2 3 

2． 2 9 

3． 4 9 

4． 4 11 

5． 6 11 

 
 

第2回 操業停止点と損益分岐点 裁：平18 正答率 64.9％ 

No.26 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 生産者の行動に関する次の説明文のA～Cの空欄に入る数値の組合せとして最も適当なのはどれか。 

 

完全競争市場において，ある財を生産する企業の総費用関数がC(q)＝
q 2

2
＋100（q：生産量，q ≥0）で示される

とする。このとき，企業は，価格が（ A ）よりも大きければ，利潤最大化によって正の利潤を得ることができる。

また，この財の価格が 50 のとき，この財を（ B ）単位生産することによって利潤を最大化することができ，利

潤最大化生産量における企業の利潤は（ C ）となる。 

 

 A B C 

1． 10 2  50 1150 

2． 10 2  50 1350 

3． 10 3  100 100 

4． 10 3  100 5100 

5． 10 25 837.5 
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価格，費用 

生産量 
O 

平均費用曲線 

限界費用曲線 

平均可変費用曲線 

P1 

P2 

P3 
P4 

 

第2回 操業停止点と損益分岐点 裁：令2 正答率 51.0％ 

No.27 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ｃ 

 

ある企業の費用関数が次のように与えられている。 

  C＝α＋βQ＋γQ3 

 

C：総費用，Q：財の生産量 

 この企業の操業停止価格は300であり，損益分岐価格は3000である。また，損益分岐価格のもとでの生産量はQ＝

30である。この企業の固定費用の大きさとして妥当なものはどれか。 

 

1．14000 

2．28000 

3．32000 

4．48000 

5．54000 

 
 

第2回 利潤最大化総合 労：平26 正答率 ‐％ 

No.28 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 完全競争市場において製品を生産している企業があり，この

企業の費用曲線が，図のように示されている。この企業が，利

潤がマイナスであるのにもかかわらず操業を続ける場合の製

品の価格Pの範囲として最も妥当なのはどれか。ただし，固定

費用は操業停止しても払わざるをえない費用であり，売却など

で回収できないものとする。 

 

1．P1>P>P3 

2．P1>P>P4 

3．P2>P>0 

4．P2>P>P4 

5．P3>P>0 
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第2回 利潤最大化総合 国般：平18 正答率 97.6％ 

No.29 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 図は，ある企業のそれぞれ短期の平均費用曲線，平均可変費

用曲線，限界費用曲線を表したものであり，図中のA，B，Cに

は平均費用曲線，平均可変費用曲線，限界費用曲線のいずれか

が当てはまる。 

この企業は完全競争市場の中で利潤を最大化するように行動

しており，このとき，この図に関するA～Fの記述のうち，妥当

なもののみをすべて挙げているのはどれか。 

 

 

A 財の価格がP1のとき，この企業はX2だけ生産する。 

B 財の価格がP1のとき，この企業はX3だけ生産する。 

C 財の価格がP2のとき，利潤が負となるため，この企業は生産を行わない。 

D 財の価格がP2のとき，利潤が負となるが，この企業は生産を行う。 

E 財の価格がP3のとき，この企業は生産を行わず，利潤はゼロである。 

F 財の価格がP3のとき，この企業は生産を行うが，利潤はゼロである。 

 

1．A，D 

2．A，F 

3．B，C 

4．B，E 

5．D，F 
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X1 X2 X3 X4 
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第2回 利潤最大化総合 区：平19 正答率 96.3％ 

No.30 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 
 次の図は，完全競争の下での短期的均衡の状態において，縦
軸に価格・費用を，横軸に生産量をとり，ある企業の生産す
る製品についての平均費用曲線をAC，平均可変費用曲線を
AVC，限界費用曲線をMCで表したものであるが，この図に
関する記述として，妥当なのはどれか。ただし，点B，C及
び D はそれぞれ平均費用曲線，平均可変費用曲線及び限界
費用曲線の最低点である。 

 

 

 

 

 

 

1．製品の価格が P1で生産量がX1であるとき，これを下回る価格では生産費用を回収できず生産を停止するので，点

Dを操業停止点という。 

2．製品の価格が P2で生産量がX2であるとき，この企業の損失は，生産を続けた場合の方が生産を中止する場合より

も小さい。 

3．製品の価格がP4で生産量がX3であるとき，この企業の利潤はゼロとなるので，点Bを損益分岐点という。 

4．製品の価格がP6で生産量がX4であるとき，この企業の利潤はP3P6AGの面積で表される。 

5．製品の価格がP6であるとき，この企業の利潤が最大化する生産量はX5である。 

 

 

  

価格，費用 

生産量 
O 

AC MC AVC 
A 

E 

C 
D 

B F 

P6 

P4 

P2 

P1 

X1 X2 X3 X4 X5 
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第2回 利潤最大化総合 区：令2 正答率 65.0％ 

No.31 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

次の図は，短期の完全競争市場において，縦軸に単位当たりの価格・費用を，横軸に生産量をとり，ある企業が生

産する製品についての平均費用曲線をAC，平均可変費用曲線をAVC，限界費用曲線をMCで表したものであるが，

この図に関する記述として，妥当なのはどれか。ただし，点B，C及びDはそれぞれ平均費用曲線，平均可変費用曲

線及び限界費用曲線の最低点である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．製品の価格がP1で生産量がX4であるとき，限界費用と価格が点Aで一致し，企業の利潤は最大となる。 

2．製品の価格が P1で生産量が X4であるとき，固定費用は平均固定費用に生産量 X4を掛けたものであるから，面積

P1AEP2に等しい。 

3．製品の価格が P3で生産量がX3であるとき，価格が平均固定費用の最小値及び限界費用と等しくなるが，このとき

の点Bを損益分岐点という。 

4．製品の価格が P5で生産量がX2であるとき，損失は発生するが，可変費用と固定費用の一部は賄うことができるの

で，企業は生産の継続を選択する。 

5．製品の価格がP6で生産量がX1であるとき，企業の最適生産量はゼロになり，このときの点Dを操業停止点という。 
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第2回 利潤最大化総合 区：平28 正答率 98.0％ 

No.32 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

次の図は，完全競争の下での短期的均衡の状態において，縦軸に単位当たりの価格と費用を，横軸に生産量をとり，

ある企業が生産する製品についての平均費用曲線をAC，平均可変費用曲線をAVC，限界費用曲線をMCで表したもので

あるが，この図に関する記述として，妥当なのはどれか。 

 ただし，点B，C及びDはそれぞれ平均費用曲線，平均可変費用曲線及び限界費用曲線の最低点である。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

1．製品の価格がP1で生産量がX1であるとき，これを下回る価格では，固定費用だけでなく可変費用ですら回収すること

ができなくなるが，このときの点Dを操業停止点という。 

2．製品の価格がP3で生産量がX3であるとき，固定費用の一部を回収することができなくなり，生産を続けた場合の方が，

生産を停止する場合よりも損失は大きくなる。 

3．製品の価格がP4で生産量がX4であるとき，価格が限界費用と平均費用と等しくなり，純利潤がゼロとなるが，このと

きの点Bを損益分岐点という。 

4．製品の価格がP6で生産量がX5であるとき，固定費用は平均固定費用に生産量を掛けたものであるから，面積P4FGP3

に等しい。 

5．製品の価格がP6で生産量がX5であるとき，純利潤は1単位当たりの純利潤に生産量を掛けたものであるから，面積

P6AFP4に等しい。 
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上下20ﾐﾘ 左右14ﾐﾘ で０ﾐﾘ相当 

2016公務員（V 問題集） 

 

第2回 利潤最大化総合 区：平23 正答率 66.6％ 

No.33 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 次の図は，完全競争の下での短期的均衡の状態において，縦軸に

価格・費用を，横軸に生産量をとり，ある企業の生産する製品につ

いての平均可変費用曲線をAVC，平均費用曲線をAC，限界費用曲

線をMC，限界収入曲線をMRで表したものであるが，この図に関

する記述として妥当なのはどれか。ただし，点B，C及びDはそれ

ぞれ平均費用曲線，平均可変費用曲線及び限界費用曲線の最低点で

ある。 

 

 

 

 

1．製品の価格がP1からP3に低下した場合，平均費用は価格を下回り，利潤がゼロになる点Bを損益分岐点という。 

2．製品の価格が P5で生産量がX2の場合，損失は発生するが，可変費用と固定費用は賄うことができるので，企業は

生産の継続を選択する。 

3．製品の価格がP6で生産量がX1の場合，企業の最適生産量はゼロとなり，この時の点Dを操業停止点という。 

4．短期供給曲線は，縦軸上の原点からP5の部分と点Cより右上の限界費用曲線MC上の部分によって示される。 

5．製品の価格がP1で生産量がX4の場合，固定費用は平均固定費用に生産量X4を掛けたものであるから，面積P4FGP6

に等しい。 

 

 

第2回 利潤最大化総合 区：平16 正答率 ‐％ 

No.34 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ａ 

 

 次の図は，完全競争の下での短期的均衡の状態において，縦

軸に価格・費用を，横軸に生産量をとり，ある企業の生産する

製品についての平均可変費用曲線をAVC，平均費用曲線をAC，

限界費用曲線を MC，限界収入曲線を MR で表し，また，限界

収入曲線と限界費用曲線との交点を A，限界収入曲線と平均費

用曲線との交点をB，限界費用曲線と平均費用曲線の最低点との

交点をC，限界費用曲線と平均可変費用曲線の最低点との交点を

D，限界費用曲線の最低点をEで表したものであるが，この図に

関する記述として妥当なのはどれか。 

 

 

1．製品の価格がP1であるとき，この企業が利潤を最大化するときの生産量は，X5である。 

2．製品の価格がP2で生産量がX3であるとき，この企業の利潤はゼロとなる。 

3．製品の価格が P3で生産量がX2であるとき，この企業の利潤はマイナスとなるが，一時的には生産を続けるので，

点Dを損益分岐点という。 

4．製品の価格がP4で生産量がX1であるとき，この企業の利潤はマイナスとなり，生産を停止するので，点Eを操業

停止点という。 

5．縦軸のOP2と点Cより右上の限界費用曲線MCとが短期供給曲線である。 
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2016公務員（V 問題集） 

 

第2回 利潤最大化総合 税・労：平10 正答率 ‐％ 

No.35 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ｂ 

 

 完全競争市場における通常の短期の費用曲線の性質として妥当なのはどれか。 

 

1．平均固定費用は，生産量が増加するとともに増加する。 

2．総平均費用は生産量が増加するにつれて，はじめは減少するが，ある点を境界にして一定になる。 

3．限界費用は生産量が増加するにつれて，はじめは減少するが，ある点を境界にして増加する。 

4．平均可変費用は，総費用曲線と原点とを結んだ直線の勾配である。 

5．限界費用と平均可変費用の交わる点は，損益分岐点である。 

 

 

第2回 利潤最大化総合 税・財・労：平28 正答率 39.0％ 

No.36 1： ／ ｜ 2： ／ ｜ 3： ／ ｜ 4： ／ ｜ 5： ／ ｜ 頻出度 Ｂ 

 

下図のような逆Ｓ字型の形状である総費用曲線(TC)を持つ企業に関するA～Dの記述のうち，妥当なもののみを全て挙

げているのはどれか。 

 ただし，下図において，ＯＯ′は固定費用を表す。また，TCの接線の傾きは，x＝x1のとき最小となり，xがx1を超え

て増加するにつれて，その傾きは大きくなる。さらに，点b，cはそれぞれＯ′，Ｏを通る直線とTCとの接点である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A x2≦x＜x3では，xが増加するにつれて，平均可変費用は増加するが，平均固定費用及び平均費用は共に減少する。 

B 0＜x≦x1では，xが増加するにつれて，平均固定費用，平均可変費用，平均費用，限界費用のいずれもが減少する。 

C x＝x3のとき，平均費用が限界費用と等しくなり，これに対応する点cを操業停止点という。 

D xが増加するにつれて平均費用が減少していくのは0≦x＜x2においてのみである。 
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上下20ﾐﾘ 左右14ﾐﾘ で０ﾐﾘ相当 

 

ミクロ経済学 正答番号一覧 

 

問題 No. 正答番号 問題 No. 正答番号 

No. 1 4 No.21 3 

No. 2 1 No.22 1 

No. 3 2 No.23 4 

No. 4 4 No.24 2 

No. 5 1 No.25 4 

No. 6 4 No.26 1 

No. 7 4 No.27 2 

No. 8 2 No.28 4 

No. 9 5 No.29 1 

No.10 2 No.30 3 

No.11 3 No.31 1 

No.12 2 No.32 3 

No.13 1 No.33 4 

No.14 3 No.34 2 

No.15 4 No.35 3 

No.16 1 No.36 4 

No.17 2 － － 

No.18 5 － － 

No.19 2 － － 

No.20 2 － － 

 

 

※実際の V問題集には、正答番号と共に選択肢ごとの詳細な解説を掲載しております。 
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